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研究成果の概要 

2024年度は，信頼較正 AI実装のための要素技術の確立を研究目的として，認知・AI性能モ

デルの開発，過不信の予測モデル構築を中心とした，下記の研究を遂行した．  

1. 信頼ダイナミクスに影響する要因分析と過不信の予測モデル構築：信頼ダイナミクスに影響

する様々な要因を解明する研究を行った．また，ダイナミック構造方程式モデリング DSEMを

ベースに過不信を予測する方法論の開発と参加者実験による評価を行った．  

2. 認知・AI性能モデルの開発：感情・協力・説明・進化・身体性の 5観点から，AIに対する信頼

の認知メカニズムを精緻にモデル化し，協力率・説明適合性・最小許容確率などの社会的性

能指標の設計と定量評価手法を拡充した．また，統制実験によってモデルの妥当性を検証

し，医療・教育など高リスク領域での応用指針を提示した． 

3. 較正キューの機構の解明と実装：信頼較正を促すナッジ＆ブーストエージェントの実装と評

価に加え，拡張現実技術を用いたMRナッジによる較正キューを実現し，その有効性を参加

者実験により確認した．さらに，社会的ロボットの眼のセキュリティ効果についても検証実験に

より確認した． 

4. 人間－AI協調読影における信頼較正の実証と専門医レベルの能力を持つ視覚－言語モデ

ルの活用：他のグループと連携し，肺がん検診専用の人間－AI協調読影ワークステーション

を試作し，その実証実験を行った．この試作方法に基づき，熊崎 Gにおけるタスク AIの実装

方法について，寺田 G と連携して検討を開始した．さらに，説明の言語化を試みるため，追

加予算で導入した GPUサーバーを用いて胸部画像，病理画像を対象とした視覚-言語モデ

ルを実装し，実際の所見文との比較を行った．加えて，追加予算で読影実験設備を増設し，

医師を対象とした観察者実験を企画・実施した． 

5. 医療タスク AIの開発と医療施設でのデータ収集：片足立ちベースタスク AI，三角描画タスク

AIを開発した．また，プロソディでスクリーニングを行う医療タスク AI も開発中である．さらに，

現在は発達障害の協調スクリーニングにおける信頼較正実験の準備を進めている．なお，こ

れらの研究はタウンミーティングにより，実験倫理的に問題なく実施された． 
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